
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 中小河川（都道府県・政令指定都市管理）における河道管理 

サービス分野 防災、インフラ維持管理 

市場段階 
研究・開発 試作・実証 実用化 事業化 

〇    

実用化の目途 
実用化済 半年以内 1年以内 2～3年以内 未定 

   〇  

販売形態 
直販 自社利用 販売代理店 未定 

〇    

海外展開 
実績有 交渉中 検討中 未定 

  〇  

中小河川の河道維持管理サービス 

サポート窓口  日本工営株式会社 中央研究所 事業創生センター  

  E-mail: ml-r1-IMC_eisei@dx.n-koei.co.jp 

高解像度の衛星画像を活用した河道維持管理サービスとして、地形計測、巡視補助（オルソ写真）、

流下能力評価を提供する。広域な河道情報を簡易かつ省コストで定期的に監視することが可能。 

  

 

 

 

 

現状の管理
状況把握・評価の間隔が長く、改修による効果、堆積・樹林
化による低減等の流下能力の変化が適切に把握できない

本研究で目指す管理
頻繁に状況把握・評価が得られ、流下能力の変化や要因
を適切に把握し、必要な管理の判断に繋げられる

本システム

抽出、
合成、
処理、
加工

衛星により広域で定期的に監視 中小河川における河道維持管理システム

各種データ取得
（地形、河床材料、樹木状況など）
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水面下は把握できない

光学衛星新規撮影画像による標高
解析結果とその他測量の比較

水域以下の地形推
定精度の低さが高
水規模の洪水位予
測には大きく影響
しないことを把握

画像輝度からの粒径分布の推定結果

河床材料調査結

果（面格子法）
と輝度分布の比

較により平均粒
径を推定
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※新規撮影は出水後、UAV測量は出水前

（台風19号出水前）

衛星撮影画像からの河道内地形把握

（台風19号出水後）

➢ 対象エリアの地盤高データならびに、樹木繁茂状

況、河床材料により、地形データ・粗度係数・死水

域などの諸条件を自動設定。 

➢ ユーザーは対象流量を設定するだけで、対象河川

の流下能力評価が可能。 

● AW3D製品

《 光学衛星画像による標高解析技術》 費用：200万円/20ｋｍ2（新規撮影）
※横断測量(200m測線)：川幅200m、延長10㎞ →約1,500万円

■サービスの概要 
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